
提

出

者

中

根

康

浩

平
成
十
七
年
一
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

九

号

介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

9



介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

介
護
保
険
改
革
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
改
革
が
、
認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
た
ち
に
も

使
い
や
す
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

成
年
後
見
制
度
と
介
護
保
険
に
つ
い
て

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
契
約
や
財
産
の
管
理
を
手
助
け
し
、
人
権
を
守
る
こ
と
も
介
護
の
一
部
と
と
ら
え
て
、
成
年

後
見
を
申
し
立
て
る
費
用
、
判
断
能
力
鑑
定
の
費
用
、
毎
月
の
後
見
人
へ
の
報
酬
な
ど
も
介
護
保
険
給
付
の
対
象
と
す
る
考
え

に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


